
全国会議令 和 6 年 度
日本水道協会

参加申込のご案内神戸市開催



《全国会議会場》 《交通アクセス》

東京ビッグサイト (東京国際展示場) 国際会議場など
1日目／10月18日（水）
受付開始／8：15～　開始／9：30～
［午前］  オープニングセレモニー（総会・水道研究発表会・水道展）

特別対談・式典（開会式・表彰式） 
［午後］  総会（総会議案）・水道研究発表会

2日目／10月19日（木）
受付開始／8：30～　開始／9：00～
［午前］  シンポジウム・水道研究発表会  ［午後］  水道研究発表会・視察

3日目／10月20日（金）
受付開始／8：30～　開始／9：00～
［午前］  水道研究発表会・視察  ［午後］  水道研究発表会・視察

《水道展》

※時間は変更になる場合があります。 （予定）

10月18日（水）～20日（金）　一般社団法人日本水道工業団体連合会主催
時間／18日（水） 9：30～17：30　19日（木） 9：00～17：30　20日（金） 9：00～13：00

会議日程のご案内 会場へのアクセス

令和5年度 日本水道協会 全国会議 令和5年度 日本水道協会 全国会議1 2

東京ビッグサイト (東京国際展示場) 西展示棟

《懇親会会場》

10月18日（水）
開始／18：00～   

東京ビッグサイト (東京国際展示場) 会議棟 レセプションホール
東京駅
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 会議日程のご案内
《全国会議会場》

神戸国際展示場・神戸国際会議場
1日目／10月9日（水）
受付開始／8：15～　開始／9：30～

［午前］ オープニングセレモニー（テープカット）
　　　 式典（開会式・表彰式）

［午後］ 総会（総会議案）・水道研究発表会

2日目／10月10日（木）
受付開始／8：30～　開始／9：00～

［午前］ 特別講演・水道研究発表会　［午後］ 水道研究発表会・視察

3日目／10月11日（金）
受付開始／8：30～　開始／9：00～

［午前］ 水道研究発表会・視察　［午後］ 水道研究発表会・視察

《水道展》

神戸国際展示場
10月9日（水）〜11日（金） 一般社団法人日本水道工業団体連合会主催

時間／9日（水） 9：30～17：00　10日（木） 9：00～17：00　11日（金） 9：00～13：00
※時間は変更になる場合があります。� （予定）

《懇親会会場》

神戸ポートピアホテル 大輪田の間

10月9日（水）
開始／17：30～

令和6年度 日本水道協会 全国会議1



《全国会議会場》 《交通アクセス》

東京ビッグサイト (東京国際展示場) 国際会議場など
1日目／10月18日（水）
受付開始／8：15～　開始／9：30～
［午前］  オープニングセレモニー（総会・水道研究発表会・水道展）

特別対談・式典（開会式・表彰式） 
［午後］  総会（総会議案）・水道研究発表会

2日目／10月19日（木）
受付開始／8：30～　開始／9：00～
［午前］  シンポジウム・水道研究発表会  ［午後］  水道研究発表会・視察

3日目／10月20日（金）
受付開始／8：30～　開始／9：00～
［午前］  水道研究発表会・視察  ［午後］  水道研究発表会・視察

《水道展》

※時間は変更になる場合があります。 （予定）

10月18日（水）～20日（金）　一般社団法人日本水道工業団体連合会主催
時間／18日（水） 9：30～17：30　19日（木） 9：00～17：30　20日（金） 9：00～13：00

会議日程のご案内 会場へのアクセス

令和5年度 日本水道協会 全国会議 令和5年度 日本水道協会 全国会議1 2

東京ビッグサイト (東京国際展示場) 西展示棟

《懇親会会場》

10月18日（水）
開始／18：00～   

東京ビッグサイト (東京国際展示場) 会議棟 レセプションホール
東京駅

新橋駅 東京ビッグサイト駅

大崎駅

天王洲アイル駅

国際展示場駅

品川駅

新宿駅

羽田空港

JR山手線

約6分

ゆりかもめ

約22分

徒歩

約7分

徒歩

約3分

りんかい線

約14分

りんかい線

約6分

リムジンバス

約35～45分

JR山手線

約8分

JR山手線

約3分

JR埼京線
（一部りんかい線に直通運転）

約9分

東京モノレール
（普通・区間快速）

約20分

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

（
東
京
国
際
展
示
場
）

【電車でお越しの方】

1 2

 会場へのアクセス
■全国各地からのアクセス
　※地図内に記載の時間は、各公共交通機関での所要時間を表しています。

神戸国際会議場
神戸ポートピアホテル

神戸国際展示場

ポート
ライナー
10分

大阪メトロ
御堂筋線
6分

神戸市営地下鉄
2分

※市民広場駅徒歩すぐ

※市民広場駅徒歩すぐ

■新幹線でお越しの方（新神戸駅まで）　※主な経路を記載しております。

出発方面 アクセスルート 所要時間

東京方面から 東　京 ――――――――――――― 新神戸 約２時間50分

福岡方面から 博　多 ――――――――――――― 新神戸 約２時間20分

■飛行機でお越しの方（神戸空港まで）　※主な経路を記載しております。

出発地 運 航 会 社 所要時間

札幌（新千歳）空港から ANA（全日空） SKY（スカイマーク） AIRDO（エア・ドゥ）  約２時間

仙台空港から SKY（スカイマーク） 約１時間25分

羽田空港から ANA（全日空） SKY（スカイマーク） 約１時間10分

沖縄（那覇）空港から ANA（全日空） SKY（スカイマーク） SNA（ソラシドエア） 約２時間
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 参加お申込み方法

申 込 サ イ ト

申込サイトURL：http://www.mwt-mice.com/events/suido2024
日本水道協会ホームページ（http://www.jwwa.or.jp/）のトップ
ページ上段タブ「Topics」に申込サイトへのリンクがございます。
※�特別会員は、「令和6年度日本水道協会全国会議参加申込書（様式1）」でのお申込
みも受付けておりますが、参加証は下記の通りWeb上マイページにて発行と
なります。Web上での参加証の発行が難しい場合は担当までお問合せください。

個人情報取扱
規約の確認

申込サイトトップページの「新規お申し込みはこちら」をクリックし、
「個人情報取扱い」をご確認ください。

申 込 者 情 報 申込ご担当者に関する情報を登録ください。各種連絡や参加に
関するお知らせは申込ご担当者へご連絡いたします。

参 加 者 情 報 参加者に関する情報を登録ください。1申込者に対して（一度に）
複数名の参加者情報が登録可能です。

申 込 期 限 参加登録の申込期限は、令和６年8月9日（金）です。
変更の場合は申込サイト内（マイページ）で修正いただけます。

参加費等支払

参加登録完了後、申込者情報に登録されたメールアドレスに「申込
完了メール」が自動配信されます。メール本文中にお振込みに関す
る詳細が記載されます。ご確認のうえ、9月6日（金）までにお振り込
みをお願いします。
※�請求書が必要な方は8月13日（火）以降に、マイページの「お支払
い」タブからダウンロードしてください。

参 加 証
9月下旬に申込者宛てに「参加証ご案内メール」を送信します。
メール受信後、参加者毎の「参加証」をダウンロードいただき、
印刷（A4カラー）して全国会議当日にお持ちください。

日本水道協会HP内の
申込サイトへの
バナーリンクをクリック

個人情報取扱
規約等の確認

申込者情報
　　　　の登録

参加者情報
　　　　の登録

申込内容の
　　確認、完了

専用申込サイトでのご登録の流れ

操作方法、お支払い、参加証等ご案内
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《お申込みの流れ》
申込サイトにアクセス

https://www.mwt-mice.com/events/suido2023
日本水道協会のホームページ内の「Topics」にバナーリンクがございます。

※なお、特別会員の方は、同封の「令和5年度日本水道協会全国会議参加申込書」（様式1）により、
　FAXでもお申込みいただけます。

http://www.jwwa.or.jp/

申込画面へ
トップページの「新規お申し込みはこちら」をクリックし、

「個人情報取扱い」規約をご確認ください。

申込者情報の入力
申込者に関する情報を入力してください。

「メールアドレス（ID)」および「任意のパスワード」は、変更や取消操作を行う際に必要となります。

参加者情報及び申込項目の入力
参加者情報および各申込項目を入力してください。

参加者ごとに異なる申し込みが可能です（宿泊、視察、通信欄等）。

お振込みのご案内
①申込完了メールに振込案内情報（請求金額・銀行口座等）を記載いたしますので、
　期日迄に参加費等の振込をお願いします。
②請求書が必要な場合は、申込完了メールに記載のURLよりお進みいただき、
　請求書作成に必要な情報を入力してください。8月25日（金）を目途に請求書を発送します。

請求金額払込期限
9月15日（金）

参加証・名札等ー式発送
10月6日（金）予定

申込内容の確認・完了
参加者情報の入力後、画面最下部の「確認画面へ」をクリックし、内容をご確認ください。

「申し込む」をクリックすると申込完了となり、登録されたメールアドレスに申込完了のメールが配信されます。
※申込後24時間以内に申込完了メールが届かない場合には、名鉄観光（03-3595-1121）までご連絡ください。
※メールの受信拒否設定をされている方は、「@mwt.co.jp」ドメインからのメール受信ができるよう、
　あらかじめ設定してください。

申込期限：8月18日(金)

 お申込みにあたって
《お申込みにあたっての留意事項》
■同一申込による賛助会員や特別会員を混同した申込みはご遠慮ください。
■電話による申込、追加、変更、取消は出来ませんのであらかじめご了承ください。
■�会員番号は、開催通知を送付した封筒の貴住所の下部に印字しております。ご不明な場合は、日本水道協会ホームページ�　
（http://www.jwwa.or.jp/）の「日本水道協会について」にある「会員名簿」をご確認いただくか、日本水道協会総務課�　
（TEL：03-3264-2281）までお問合せください。
■全国会議を欠席される正会員は、同封の委任状（はがき）を必ずご提出ください。
■学生の方も申込サイトよりお申込ください。
　�所属職名の欄に〇〇大学（△△高等専門学校、□□高等学校）〇〇学部（△△科、□□コース）学生と入力し、通信欄に　
担当教授名を入力してください。

《追加・変更・取消のご案内》
申込締切日8月9日（金）までの追加・変更・取消は、参加者ご自身にて専用サイトで変更等の操作をしてください。
締切日以降（8月10日から）の変更・取消は、専用サイトトップページの「申込み後の追加・変更・取消」ボタンからご連絡く
ださい。
（お電話での変更取消はできません）
取消料の基準につきましては、下記表をご確認ください。

参加費 原則会議参加費・懇親会参加費の入金後取消は返金対応をいたしかねます。

取消日 20～
11日前まで

10～
8日前まで 7～2日前まで 前日 当日 無連絡不参加

旅行開始後

取
消
料

宿泊
プラン 20％

30％ 40％ 50％ 100％
視察
コース なし 20％

■取消の基準日は、弊社が専用サイト上の「お問い合わせ」等により連絡を受信した日といたします。
■取消後の返金は、全国会議終了後1ヶ月を目途に、取消料及び所定の振込手数料を差引きのうえ送金いたします。
　なお、当日、会場での現金による返金はいたしかねますのでご了承ください。

《その他のご案内》
■振込手数料は参加者（振込依頼人）でご負担ください。
　なお、お振込みの際の振込金受領書をもって領収書とさせていただきます。
■�本会議の「視察コース」、「宿泊プラン」は名鉄観光サービス㈱が旅行企画・実施するものであり、お申込みいただく参加者は、
当社と募集型企画旅行契約を締結することになります。詳しい旅行条件は10～12頁に記載しておりますので、ご確認くだ
さい。（旅行条件は令和6年6月13日を基準としております）※契約の内容条件につきましては、お申込み前に当社のホー
ム�ページでも確認いただけます。

■個人情報の取扱いについて
申込みの際にご提出いただいた個人情報については、お客様との連絡および輸送、宿泊機関等の提供するサービスの手配
並びに受領のための手続きに利用するほか、必要な範囲で当該機関、手配代行者および主催者事務局に提供します。それ
以外の目的での利用はいたしません。個人情報の取扱に関する方針については、名鉄観光サービス㈱のホームページでご
確認いただくか、下記担当までお問い合わせください。(https://www.mwt.co.jp/info/kojinjohohogo.shtml)

［旅行企画・実施］

観光庁長官登録旅行業第55号　一般社団法人日本旅行業協会正会員

名鉄観光サービス株式会社 MICEセンター
一般社団法人日本旅行業協会正会員

旅行業公正取引
協 議 会 会 員

「令和6年度 日本水道協会 全国会議」参加受付係

e-mail : suido@mwt.co.jp　　  受付時間 : 10:00～17:00（土日祝日除く） 総合旅行業務取扱管理者 ： 田中　広伸　　
TEL〈03〉3595－1121   FAX〈03〉3595－1119

総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う支店での取引に関する責任者です。この旅行契約に関し、担当者からの説明にご不明の点があれば、ご遠慮なく上記の総合旅行業務取扱管理者にお尋ねください。

〒１００ 東京都千代田区霞が関3-3-2  新霞が関ビルLB階 ３１００

営推24-024
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 視察コースのご案内（募集型企画旅行）

①
10/10㈭・11㈮

②
10/10㈭・11㈮

KOBE WATER布引渓流をめぐるコース 
旅行代金：お一人様 4,900円 （税込）
添乗員同行/最少催行人員25名・最大40名/食事なし/利用交通機関：ロープウェイ
・当日の天候や混雑状況等により時間が前後する場合がございます。（雨天決行）

阪神・淡路大震災の経験と教訓を後世に伝えこれからの備えを学ぶ
旅行代金：お一人様 2,500円 （税込）

添乗員同行/最少催行人員25名・最大40名/食事なし/利用交通機関：なし（徒歩）

新
神
戸
駅

13：00発

Ｊ
Ｒ
灘
駅

13：15発

布
引
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

山
麓
駅
〜
山
頂
駅

13：10～

布
引
ダ
ム

渓
流
・
滝
め
ぐ
り

神
戸
布
引
ハ
ー
ブ
園

人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー

13：30～15：30

新
神
戸
駅

16：00

Ｊ
Ｒ
灘
駅

15：45

布引ダム
布引ダム（布引五本松堰堤）は、国の重要文化財に指定されている日本
最古の重力式粗石コンクリートダムで、100年以上の歴史がある設備が
多数あります。布引渓流水は昔、神戸港に立ち寄った外国人船乗りに

「KOBE WATER」と呼んで親しまれたというほど良質な水が流れています。

人と防災未来センター
阪神・淡路大震災の経験を語り継ぎ、その教訓を未来に生かす。人と防
災未来センターは阪神・淡路大震災の経験と教訓を後世に伝え、これか
らの備えを学ぶ防災学習施設です。
本コースでは一般の見学者とは異なる語り部やシアター特別上映を含め
た見学を予定しております。

布引ダム

人と防災未来センター

半日コース
徒　歩

半日コース
徒　歩

※山中を歩くコースですので、歩きやすい靴でご参加ください。
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④
10/11㈮

③
10/10㈭・11㈮

大容量送水管立坑（奥平野浄水場）と神戸の魅力をめぐるコース
旅行代金：お一人様 15,900円 （税込）
添乗員同行/バスガイドなし/最少催行人員25名・最大40名/食事あり/利用交通機関：帝産観光バス
・当日の道路状況等により時間が前後する場合がございます。

神戸市の水源「千苅貯水池」とビール工場を訪ねるコース
旅行代金：お一人様 10,000円 （税込）
添乗員同行/バスガイドなし/最少催行人員20名・最大25名/食事なし/利用交通機関：帝産観光バス
・当日の道路状況等により時間が前後する場合がございます。

新
神
戸
駅

16：10

神
戸
国
際
展
示
場

9：00発

神
戸
国
際
展
示
場

12：30発

大
容
量
送
水
管
立
坑

（
奥
平
野
浄
水
場
）

9：30～10：30

千
苅
貯
水
池
・
ダ
ム

13：30～14：30

神
戸
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー

11：00～12：00

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場

15：10～16：20

新
神
戸
駅

17：00

神
戸
南
京
町

（
中
華
街
）

（昼食）
12：20～14：00

沢
の
鶴
資
料
館

14：40～15：40

神
戸
空
港

17：00

三
ノ
宮
周
辺

16：30

神
戸
空
港

17：50

三
ノ
宮
周
辺

17：20

大容量送水管立坑（奥平野浄水場）
大容量送水管は、水源の４分の３が琵琶湖・淀川水系である神戸市にお
いて、３本目の送水トンネルで、当初計画していた山岳トンネル方式を
見直し、危機分散も考慮し、市街地の地下深くを通り、高い耐震性能と
大きな貯留機能を備えた送水管です。

千苅ダム
千苅ダムは、大正８年に築造（昭和６年に６ｍ嵩上げ）された神戸市最大の水
道専用ダムです。平成10年に国の登録有形文化財に登録され、近代化産業
遺産にも認定されています。流域の治水安全度の向上のため、令和４年度から、
兵庫県が行う治水活用の試行を開始しています。

沢の鶴資料館
沢の鶴がある神戸市灘区は日本一の酒どころ『灘五郷』エリアに位置し、
酒造りに最適な環境です。深いコク・キレの味わいが楽しめる灘酒の歴
史をたっぷりと体感できる場所です。

キリンビール神戸工場
キリンビール神戸工場では、千苅貯水池の水を浄水した水を使ってビールの
製造を行っています。キリンビールと神戸市は水源涵養に関する協定書を締結
しており、市民ボランティア、キリンビール神戸工場、神戸市の連携による水源
保全活動も行っています。

沢の鶴資料館

千苅ダム

半日コース
貸切バス

1日コース
貸切バス
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 宿泊プランのご案内（募集型企画旅行）
■設 定 日：［前　泊］令和6年10月8日（火）
　　　　　　［当日泊］令和6年10月9日（水）・10月10日（木）
■旅行代金：下記一覧をご参照ください
・旅行代金は朝食付、サービス料・諸税を含むお一人様1泊あたりの金額です。
・最少催行人数1名、添乗員は同行いたしません。
・日程は下記をご参照ください。

（日　程）

（宿泊施設名一覧）

・申込方法はP3～4「参加お申込み方法」「お申込みにあたって」をご参照ください。
・各宿泊施設とも先着順での受付となります（満室となりました際には受付終了とさせていただきます）。
・大変混み合うことが予想されますので、お早目の申込みをお願いいたします。

留意事項

1日目 ご自宅または前泊地　==（各自にて）==　各宿泊施設 食事 朝：× 昼：×
夜：×

2～最終日 各宿泊施設　　　　    ==（各自にて）==　ご自宅または後泊地 食事 朝：○ 昼：×
夜：×

地区 地図
No. ホテル名 申込

記号 部屋タイプ
旅行代金

（1泊あたり）
朝食付、諸税込

会場最寄り駅（ポート
ライナー「市民広場
駅」）までのアクセス
※市民広場駅から会場まで

は徒歩すぐ

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
地
区

① 神戸ポートピアホテル
1-S シングル 19,800円

徒歩すぐ
1-TS ツインorダブルシングル

ユース 23,000円

② アリストンホテル神戸 2-TS ツインシングルユース  15,000円 徒歩約5分

③ ホテルパールシティ神戸 3-S シングル  13,000円 徒歩約8分

三
宮
駅
・
元
町
駅
地
区

④ 三宮東急REIホテル
4-S シングル 15,500円

電車と徒歩で約20分
4-TS ツインシングルユース 19,000円

⑤ ホテルモンテエルマーナ
神戸アマリ― 5-TS ツインorダブルシングル

ユース 16,500円 電車と徒歩で約20分

⑥ ザ･ビー神戸 6-TS ツインシングルユース 15,000円 電車と徒歩で約25分

⑦ カンデオホテルズ神戸トアロード 7-S シングル 14,500円 電車と徒歩で約20分

⑧ ダイワロイネットホテル
神戸三宮PREMIER 8-TS ツインシングルユース 14,300円 電車と徒歩で約20分

⑨ 神戸プラザホテルウエスト 9-S シングル 14,200円 電車と徒歩で約30分

⑩ 神戸元町東急REIホテル 10-S シングル 13,500円 電車と徒歩で約30分

⑪ ダイワロイネットホテル神戸三宮 11-S シングル 13,000円 電車と徒歩で約20分

⑫ コンフォートホテルERA神戸三宮 12-S シングル 13,000円 電車と徒歩で約20分

⑬ サンルートソプラ神戸三宮 13-S シングル 12,000円 電車と徒歩で約15分

⑭ 神戸三宮ユニオンホテル 14-S シングル 11,000円 電車と徒歩で約25分

⑮ 東横INN神戸三ノ宮1 15-S シングル 9,900円 電車と徒歩で約25分

⑯ サンサイドホテル神戸三宮 16-S シングル 9,800円 電車と徒歩で約20分
神戸駅
地区 ⑰ 東横INNJR神戸駅北口 17-S シングル 9,900円 電車と徒歩で約35分

令和6年度 日本水道協会 全国会議7
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神戸空港港港港港戸戸空神神神神神神神戸空港

駅
町
元

駅
町
元

神戸空港

三宮駅・元町駅地区

9

５
６

7

10

4 12
15
14

16

11

8
13

ポートアイランド地区

１

32
神戸ポートピア
ホテル

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸駅地区

17

◦総会・式典、研究発表会、懇親会会場は、★で表しています。

 宿泊ホテル案内図
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 昼食弁当の事前確認

・1日ごとに3種類よりお好みのお弁当をおひとつ選択できます。
・お弁当の配布場所は会場にてご案内させていただきます。

※弁当の内容は変更となる場合がございますのでご了承ください。
※各お弁当の数には限りがございます。種類は当日の配布場所にてお選びください。
　（事前予約はございません）

フードロス削減のため、参加されない日や昼食が不要の場合はご回答にご協力ください。

弁当一覧

1日目

阪神にぎわい御膳 すき焼き弁当 おかめ弁当

2日目

神戸中華弁当 秋のいろどり弁当 肉めし三色弁当

3日目

神戸デリカ 牛すきしぐれ煮弁当 味づくし

令和6年度 日本水道協会 全国会議9



添乗員同行／バスガイドなし／最少催行人員25名(最大40名)／食事：昼食付／利用交通機関:東都観光バス
・当日の道路状況等により時間が前後する場合がございます。予めご了承ください。

旅行代金：お一人様 12,800円

添乗員同行／バスガイドなし／最少催行人員25名(最大40名)／食事：昼食付（お弁当）／利用交通機関:東都観光バス
・当日の道路状況等により時間が前後する場合がございます。予めご了承ください。
・ご昼食は小河内ダムの管理事務所内（会議室）にてお弁当をお召し上がりいただきます。

旅行代金：お一人様 12,000円

玉川上水をめぐるコース

　

8：30発

8：30発

1日コース

1日コース

羽
村
取
水
堰

（視察見学）
10：30～11：30

昼
　
　食

な
か
安 

八
王
子
本
店

（
会
席
弁
当
の
ご
昼
食
）

（昼食）
12：00～12：50

江
戸
東
京

　
　た
て
も
の
園

（入場見学）
13：40～15：00

東
京
都
庁
展
望
室

（自由見学）
16：00～16：40

　

場
　会

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

Ⓓ

（視察見学／昼食）
11：30～13：00

（自由見学）
13：10～14：00

東京水道の源流を訪れるコース

多摩川の水を江戸に引くため、玉川上
水と同時に建設され1653年に完成。
投渡堰は、設置当時の技術が現在まで
継承されている貴重な施設であること
から2014年に土木学会選奨土木遺産
に認定されています。

羽村取水堰
歴史的建造物を数多く保存・展示する
野外博物館。約7haの敷地に江戸時代～
昭和初期までの様々な建築物が展示さ
れています。

江戸東京たてもの園
昭和40年の淀橋浄水場の廃止後、
跡地には超高層ビル群が建設されまし
た。地上202mの都庁展望室からは
東京のまちが一望できます。

東京都庁展望室

Ⓒ
10/20㈮

会
　場

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

10/20㈮
東
　
　
　京
　
　
　駅

17：00着

東
　
　
　京
　
　
　駅

17：30着

奥多摩町にある堤高149m、
堤頂長353mの巨大コンク
リートダム。水道専用ダムで
は日本一を誇ります。ダム湖
の小河内貯水池（奥多摩湖）
は「東京の水がめ」として、
都の水道を支える重要な役割
を担っています。

小河内ダム
水と緑と奥多摩を再発見し、
人と自然について考え、都市
と水源地との交流を図る場所
です。奥多摩の自然と歴史、
水の大切さやダムの仕組みな
どを分かりやすく紹介してお
り、3Dシアターでは迫力あ
る立体映像を楽しむことがで
きます。

奥多摩 水と緑のふれあい館

（徒歩）

各自にて小
河
内
ダ
ム

奥
多
摩 

水
と
緑
の

 

　
　
　 ふ
れ
あ
い
館

１．募集型企画旅行契約
（１）　この旅行は、名鉄観光サービス株式会社（愛知県名古屋市中村区
名駅南２丁目１４番１９号、観光庁長官登録旅行業第５５号。以下「当
社」といいます。）が旅行企画・実施するものであり、旅行に参加される
お客様は、当社と募集型企画旅行契約（以下「旅行契約」といいま
す。）を締結することになります。

（２）　「国内旅行」とは、本邦内のみの旅行をいいます。
（３）　旅行契約の内容・条件はこの条件書によるほかパンフレット等、出
発前にお渡しする確定書面（最終日程表）及び当社旅行業約款 募集
型企画旅行契約の部によります。当社旅行業約款をご希望の方は、
当社にご請求ください。

（４）　当社は、お客様が当社の定める旅行日程に従って運送・宿泊機関
の提供する運送・宿泊その他の旅行に関するサービス（以下「旅行
サービス」といいます。）の提供を受けることができるように手配し、
旅程を管理することを引き受けます。当社は自ら旅行サービスを提
供するものではありません。

５．お支払対象旅行代金
（１）　「お支払対象旅行代金」（以下単に「旅行代金」といいます。）と
は、「パンフレット等に記載の旅行代金」と（ア）「追加代金」の合計
から（イ）「割引代金」を差し引いた額をいいます。「旅行代金」は「申
込金」、「取消料」、「違約料」、｢変更補償金｣の額を算出する際の基
準となります。

（２）　「追加代金」、「割引代金」とは、当社がパンフレット等に表示した
以下のものをいいます。
（ア）「追加代金」
ａ．お客様の希望により、また当社が他のお客様との相部屋をお受
けしないことを明示した場合に１人部屋を使用される場合の
追加代金

ｂ．ホテル又はお部屋の等級アップ等の「アップグレード」追加代金
ｃ．「グリーン車追加代金」等と称する列車、航空機等の使用座席
の等級変更による追加代金

ｄ．「食事なしプラン」、｢観光なしプラン｣等を基本とする場合の「食
事つきプラン」、「観光つきプラン」等への変更のための追加代金

ｅ．「延泊プラン」等と称する延泊のための追加代金
ｆ．その他「○○プラン」、「○○追加代金」とパンフレット等に記載
した追加代金

（イ）「割引代金」
ａ．「トリプル割引代金」等とし、１部屋に３人以上のお客様が宿泊
することを条件とした割引代金

ｂ．「子供割引代金」等年齢その他の条件による割引代金
ｃ．その他「○○割引代金」とパンフレット等に記載した割引代金

７．「パンフレット等に記載の旅行代金」に含まれるもの

第７項の他は含まれません。その一部を例示します。
（ア） 自宅から集合・解散場所までの交通費、宿泊費等
（イ） 超過手荷物料金（規定の重量・容量・個数を超える分について）
（ウ） クリーニング代金、電報電話料金、ホテルのボーイ・メイド等
       へのチップ、その他追加飲食等個人的性質の諸費用、及び
       これらに伴う税・サービス料
（エ） 傷害・疾病に関する医療費等
（オ） 「オプショナルツアー」等と称し、現地にて希望者のみを募って
　　 実施する小旅行等の代金
（カ） 「○○プラン」、「○○追加代金」とパンフレット等に記載した追加代金
（キ） 空港旅客施設使用料（パンフレットに明示した場合を除きます）

８．「パンフレット等に記載の旅行代金」に含まれないもの

　当社は、旅行契約の成立後であっても、天災地変、戦乱、暴動、運
送・宿泊機関等の旅行サービス提供の中止、官公署の命令、当初の運
行計画によらない運送サービスの提供その他の当社の関与し得ない
事由が生じた場合において、旅行の安全かつ円滑な実施を図るため
やむを得ないときは、お客様にあらかじめ速やかに当該事由が当社
の関与し得ないものである理由及び当該事由との因果関係をご説
明して、旅行日程、旅行サービスの内容その他の旅行契約の内容を
変更することがあります。ただし、緊急の場合においてやむを得ない
ときは、変更後にご説明します。

９．旅行契約内容の変更

　当社は、旅行契約締結後には、次の場合を除き旅行代金の変更は
一切しません。
（ア）利用する運送機関の運賃・料金が著しい経済情勢の変化等に

より通常想定される程度を大幅に超えて改訂されたときは、そ
の改訂差額だけ旅行代金を変更します。ただし、旅行代金を増
額変更するときは、旅行開始日の前日から起算してさかのぼっ
て１５日目に当たる日より前にお客様に通知します。

（イ）当社は、（ア）の定める適用運賃・料金の大幅な減額がなされる
ときは、（ア）の定めるところにより、その減少額だけ旅行代金
を減額します。

（ウ）旅行内容が変更され、その旅行実施に要する費用が減少した
ときは、その変更差額だけ旅行代金を減額します。

（エ）第９項により旅行内容が変更され、旅行実施に要する費用が増
加又は減少したときは、サービスの提供が行われているにもか
かわらず運送・宿泊機関等の座席・部屋その他の諸設備が不
足したこと（いわゆるオーバーブッキング等）による変更の場
合を除き、当社はその変更差額だけ旅行代金を変更します。

（オ）当社は、運送・宿泊機関等の利用人数により旅行代金が異なる
旨を契約書面に記載した場合、旅行契約の成立後に当社の責に
帰すべき事由によらず当該利用人員が変更になったときは、
パンフレット等に記載したところにより旅行代金を変更します。

１０．旅行代金の額の変更

６．旅行代金のお支払
 旅行代金は旅行開始日の前日から起算してさかのぼって２１日目
に当たる日より前に全額お支払いただきます。旅行開始日の前日か
ら起算してさかのぼって２１日目に当たる日以降にお申込みの場合
は、旅行開始日までの当社が指定する期日までにお支払いただきま
す。ただし、特定期間、特定コースにつきましては、別途パンフレット
等に定めるところによります。

２．旅行のお申込み及び契約の成立時期
（１）　旅行のお申込みは、当社又は旅行業法に規定された受託旅行業
者の営業所（以下併せて「当社ら」といいます。）にて、所定の申込書
に所定事項をご記入のうえ、（５）の申込金を添えてお申込みください。

（２）　当社らは、電話、郵便、ファクシミリ、インターネット等の通信手
段により旅行契約の予約を受け付けることがあります。この場合、
予約の時点では契約は成立していません。当社らが予約の承諾を
する旨を通知した日の翌日から起算して３日以内に（１）の申込み
手続きをお願いします。ただし、特定期間、特定コースにつきまして
は、別途パンフレット等に定めるところによります。

（３）　お客様との旅行契約は、当社らが予約の承諾をし、申込金を受領
した時に成立するものとします。なお、電話、郵便、ファクシミリ、イン
ターネット等の通信手段でお申込みの場合であっても、通信契約に
よって契約を成立させるときは第25項（2）の（イ）の定めによります。

（４）　お客様が（２）の期間内に申込金を提出しない場合は、当社ら
は、予約がなかったものとして取り扱います。

（５）　お申込みの際、おひとり様につき以下の申込金をお支払いただ
きます。申込金は、「お支払対象旅行代金」又は「取消料」、「違約
料」の一部又は全部として取り扱います。

 この表における旅行代金は、「お支払対象旅行代金」のことをいい
ます。特定期間、特定コースにつきましては、別途パンフレット等に定
めるところによります。

３．お申込み条件
（１）　お申込み時点で未成年の方は、原則として親権者の方の同意
書をご提出いただきます。

（２）　旅行開始時点で１５歳未満の方は、親権者の方のご同行を条件
とさせていただく場合があります。

（３）　特定旅客層を対象とした旅行、あるいは特定の旅行目的を有す
る旅行については、年齢、資格、技能その他が、当社の指定する条件
に合致しない場合はお申込みをお断りする場合があります。 

（４）　健康を害している方、車椅子などの器具をご利用になっている
方や心身に障がいのある方、食物アレルギー・動物アレルギーのあ
る方、妊娠中の方、妊娠の可能性のある方、身体障害者補助犬（盲
導犬、聴　導犬、介助犬）をお連れの方その他特別の配慮を必要と
する方は、お申込みの際に、参加にあたり特別な配慮が必要となる
旨をお申し出ください（旅行契約成立後にこれらの状態になった場
合も直ちにお申し出ください。）。あらためて当社からご案内申し上
げますので旅行中に必要となる措置の内容を具体的にお申し出く
ださい。

（５）　前号のお申し出を受けた場合、当社は、可能かつ合理的な範囲
内でこれに応じます。これに際して、お客様の状況及び必要とされ
る措置についてお伺いし、又は書面でそれらを申し出ていただくこ
とがあります。

（６）　当社は、旅行の安全かつ円滑な実施のために介助者又は同伴
者の同行、医師の診断書の提出、コースの一部について内容を変更
すること等を条件とすることがあります。また、お客様からお申し出
いただいた措置を手配することができない場合は旅行契約のお申
込みをお断りし、又は旅行契約を解除させていただくことがあります。
なお、お客様からのお申し出に基づき、当社がお客様のために講じ
た特別な措置に要する費用は原則としてお客様の負担とします。

（7）　お客様が旅行中に疾病、傷害その他の事由により医師の診断又
は加療が必要であると当社が判断した場合は、必要な処置をとるこ
とがあります。これに係る一切の費用はお客様の負担となります。

（8）　お客様のご都合による別行動は、原則としてできません。ただし、
コースにより、別途条件によりお受けすることがあります。

（9）　お客様のご都合により旅行の行程から離脱される場合は、その
旨、復帰の有無、復帰される場合は復帰の予定日時等の連絡が必
要です。

（10）　お客様が他の旅行者に迷惑を及ぼし、又は団体行動の円滑な
実施を妨げると当社が判断する場合には、お申込みをお断りするこ
とがあります。

（11）　お客様が暴力団、暴力団員、暴力団関係者、その他反社会的勢
力であると判明した場合は、お申込みをお断りする場合があります。

（12）　お客様が当社らに対して暴力的又は不当な要求行為や取引
に関して脅迫的な言動若しくは暴力を用いる行為などを行った場
合は、お申込みをお断りすることがあります。

（13）　お客様が風説を流布したり、偽計や威力を用いて当社らの信
用を棄損したり業務を妨害するなどの行為を行った場合は、お申込
みをお断りすることがあります。

（14）　その他当社の業務上の都合があるときには、お申込みをお断
りすることがあります。

区　　　　　  分

旅行代金が６万円以上

旅行代金が３万円以上６万円未満

旅行代金が３万円未満

２０，０００円以上旅行代金まで 

１０，０００円以上旅行代金まで 

５，０００円以上旅行代金まで 

申込金 （おひとり）

４．契約書面及び確定書面（最終日程表）の交付
（１）　当社らは、旅行契約が成立した場合は速やかに旅行日程、旅行
サービスの内容その他の旅行条件及び当社の責任に関する事項
を記載した書面（以下「契約書面」といいます。）をお客様にお渡し
します。なお、この条件書及びパンフレット等、お支払対象旅行代金
の領収証、確定書面（最終日程表）は契約書面の一部となります。

（２）　確定した旅行日程、航空機の便名、列車名及び宿泊ホテル名、
集合場所及び時刻等が記載された確定書面（最終日程表）を遅く
とも旅行開始日の前日までにお渡しします。ただし、旅行開始日の
前日から起算してさかのぼって７日目に当たる日以降に旅行の申込
みがなされた場合には、旅行開始日までにお渡しします。また、お渡
し期日前であってもお問い合わせいただければ、手配内容について
ご説明いたします。

（３）　当社が手配し、旅程を管理する義務を負う旅行サービスの範囲
は、確定書面（最終日程表）に記載するところに特定されます。

この書面は、旅行業法第１２条の４による取引条件説明書面および同法第１２条の５による契約書面の一部となります。

ご旅行条件書　（国内・募集型企画旅行）
観光庁長官登録旅行業第５５号

（１）　旅行日程に明示された以下のものが含まれます。
      （ただし、旅行日程に「お客様負担」と記載したものを除きます。）
（ア）航空運賃及び船舶・鉄道運賃等（コースにより等級が異なり
      ます。）
（イ）バス代金・ガイド代金・入場料等の観光代金
（ウ）宿泊代金及び税・サービス料金
（エ）食事代金及び税・サービス料金
（オ）団体行動中の心付け
（カ）添乗員が同行するコースの添乗員同行代金
（キ）その他パンフレット等で含まれる旨明示したもの

（２）　（１）の諸費用は、お客様のご都合により一部利用されなくても
原則として払戻しはいたしません。

（６）　ウェイティングの取扱いについての特約
当社は、お申込みいただいた旅行が、その時点で満席その他の理由で
旅行契約を締結できない場合であって、お客様が特に希望する場合は、
以下により、お客様と特約を結んで、当社がお客様と旅行契約を締結
することができる状態になった時点で旅行契約を成立させる取扱い
（以下「ウェイティングの取扱い」といいます。）をすることがあります。
（ア）お客様がウェイティングの取扱いを希望する場合は、当社は、
　　お客様が当社からの回答をお待ちいただける期間（以下
　　「ウェイティング期間」といいます。）を確認のうえ、申込書と
　　申込金相当額をご提出いただきます。この時点では旅行契約
　　は成立しておらず、また、当社は、将来に旅行契約が成立する
　　ことをお約束するものではありません。
（イ）当社は、前（ア）の申込金相当額を「預り金」として保管し、お
　　客様と旅行契約の締結が可能となった時点でお客様に旅行
　　契約の締結を承諾した旨を通知するとともに預り金を申込
　　金に充当します。
（ウ）旅行契約は当社が前（イ）により、旅行契約の締結を承諾した
　　旨の通知がお客様に到達した時に成立するものとします。
（エ）当社は、ウェイティング期間内に旅行契約の締結を承諾でき
　　なかった場合は、預り金の全額をお客様に払い戻します。
（オ）当社は、ウェイティング期間内で当社が旅行契約の締結を承
　　諾する旨を回答する前にお客様からウェイティングの取扱い
　　を解除する旨の申し出があった場合は、預り金の全額をお客
　　様に払い戻します。この場合、お客様からのウェイティングの
　　取扱いを解除する旨の申出が取消料対象期間にあったとき
　　でも当社は取消料をいただきません。

（7）　当社らは、（６）のお待ちいただける期限までにお客様に連絡がと
れなかったときは、予約可能となった場合であっても、当該予約を取り
消すことがあります。この場合、預り金は全額払い戻しいたします。

（8）　当社らは、団体・グループを構成する旅行者の代表としての契約責
任者から旅行申込みがあった場合、契約の締結及び解除等に関する
一切の代理権を契約責任者が有しているとみなします。契約責任者
は、当社らが定める日までに、構成者の名簿を当社にご提出いただき
ます。当社らは、契約責任者が構成者に対して現に負い、又は将来負
う事が予測される債務又は義務については、何ら責任を負うものでは
ありません。また、当社らは、契約責任者が団体・グループに同行しな
い場合、旅行開始後においては、あらかじめ契約責任者が選任した構
成者を契約責任者とみなします。

品番330　2020.09.　（愛知納）
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１６．旅行代金の払戻し
（１）　当社は、第１０項、第１２項、第１３項（２）、第１４項及び第１５項の規
定により、お客様に対し払い戻すべき金額が生じたときは、旅行開始
前の解除による払戻しにあっては解除の翌日から起算して７日以内に、
減額又は旅行開始後の解除による払戻しにあっては契約書面に記載
した旅行終了日の翌日から起算して３０日以内にお客様に対し当該金
額を払い戻します。

（２）　（１）の規定は第２０項又は第２４項で規定するところにより、お客
様又は当社が損害賠償請求権を行使することを妨げるものではあり
ません。

１８．旅程管理と添乗員等
（１）　当社は次に掲げる業務を行い、お客様の安全かつ円滑な実施を
確保することに努力します。ただし、お客様と当社がこれと異なる特
約を結んだ場合には、この限りではありません。
（ア）お客様が旅行中、旅行サービスを受けることができないおそれ

があると認められるときは、旅行契約に従った旅行サービスの
提供を確実に受けられるための必要な措置を講ずること。

（イ）（ア）の措置を講じたにもかかわらず、旅行契約の内容を変更
せざるを得ないときは、代替サービスの手配を行うこと。この際、
旅行日程を変更するときは、変更後の旅行日程が当初の旅行

　　日程の趣旨にかなうものとなるよう努めること、また、旅行
サービスの内容を変更するときは、変更後の旅行サービスが
当初の旅行サービスと同様のものとなるよう努めることなど、
契約内容の変更を最小限にとどめるよう努力すること。

（２）　当社が、旅行契約により旅程を管理する義務を負う範囲は、パンフ
レット等に記載している集合場所を出発（集合）してから、当該解散場
所に帰着（解散）するまでとなります。ご自宅から集合・解散場所まで
の間を、航空機又は列車等を利用する場合や宿泊を必要とする場合

   は、当社では可能な限りでこの手配に応じますが、この部分は当社と別
途旅行契約を締結することとなり、募集型企画旅行契約には含まれま
せん。

（３）　（１）の業務は、添乗員の同行する旅行にあっては添乗員が、添乗
員が同行しない場合は現地係員又は現地において当社が手配を代行
させるもの（以下「手配代行者」といいます。）が行います。

（４）　添乗員の同行しない旅行にあっては、現地における当社（現地係
員又は手配代行者等を含みます。）の連絡先を確定書面（最終日程
表）に明示します。

（５）　添乗員の同行の有無はパンフレット等に明示します。
（６）　添乗員の業務は原則として８時から２０時までとします。
（７）　当社は、旅行中のお客様が疾病、傷害等により保護を要する状態
にあると認めたときは、必要な措置を講じることがあります。この場合
において、これが当社の責に帰すべき事由によるものでないときは、
当該措置に要した費用はお客様の負担とし、お客様は当該費用を当
社が指定する期日までに当社の指定する方法でお支払いただきます。

（１）　当社は、旅行契約の履行にあたって、当社又は当社の手配代行者
が故意又は過失によりお客様に損害を与えたときは、お客様が被られ
た損害を賠償します。ただし、損害発生の翌日から起算して２年以内
に当社に対して通知があったときに限ります。また、手荷物について生
じたの損害については、損害発生の翌日から起算して、１４日以内に当
社に対して通知があったときに限り、お客様おひとりにつき１５万円を
限度（当社に故意又は重大な過失がある場合を除きます。）として賠
償します。

（２）　お客様が、次に例示するような当社又は当社の手配代行者の関与
し得ない事由により損害を被られたときは、当社はお客様に対して
（１）の責任を負いません。ただし、当社又は手配代行者の故意又は過
失が証明されたときは、この限りではありません。
（ア）天災地変、戦乱、暴動又はこれらのために生じる旅行日程の変

更もしくは旅行の中止
（イ）運送・宿泊機関等のサービスの提供の中止又はこれらのために

生じる旅行日程の変更若しくは旅行の中止
（ウ）官公署の命令、外国の出入国規制、伝染病による隔離又はこれ

らのために生じる旅行日程の変更若しくは旅行の中止
（エ）自由行動中の事故
（オ）食中毒
（カ）盗難
（キ）運送機関の遅延・不通・スケジュール変更・経路変更など又は

これらによって生じる旅行日程の変更・目的地滞在時間の短縮

１７．契約解除後の帰路手配
　当社は、第１５項（１）（ア）又は（エ）の規定によって、旅行開始
後に旅行契約を解除したときは、お客様のご依頼に応じてお客様
が当該旅行の出発地、解散地等に戻るための必要な旅行サービ
スの手配を引き受けます。この場合に要する一切の費用は、お客
様の負担とします。

１９．当社の指示

２０．当社の責任

（１）　当社は、当社が実施する募集型企画旅行に参加するお客様が、そ
の募集型企画旅行参加中に急激かつ偶然な外来の事故によって身
体に傷害を被ったときは、約款の別紙｢特別補償規程｣に従い、お客様
又はその法定相続人に死亡補償金、後遺傷害補償金、通院見舞金及
び入院見舞金を支払います。補償金等の額は、通院見舞金として通院
日数により１万円～５万円、入院見舞金として入院日数により２万円～
２０万円、死亡補償金として、１,５００万円です。また、携帯品に損害を
被ったときは、「特別補償規程」により携帯品損害補償金を支払いま
す。携帯品に係る損害補償金は、お客様おひとりにつき１５万円を限
度とします。ただし、補償対象品の一個又は一対については、１０万円
を限度とします。ただし、現金、クレジットカード、貴重品、磁気ディスク、
その他「特別補償規程」第１８条第２項に定める品目については補償
しません。

（２）　お客様が募集型企画旅行参加中に被られた損害が、お客様の故
意、お客様の故意による法令に違反する行為、無免許若しくは酒酔い
運転、疾病等のほか、募集型企画旅行に含まれない場合で、自由行動
中のスカイダイビング、ハンググライダ－搭乗、超軽量動力機（モー
ターハンググライダ－、マイクロライト機、ウルトラライト機等）搭乗、
ジャイロプレーン搭乗その他これらに類する危険な運動中の事故に
よるもの等約款の別紙「特別補償規程」第３条、第４条及び第５条に
該当する場合は、当社は（１）の補償金及び見舞金を支払いません。た
だし、当該運動があらかじめ募集型企画旅行の日程に含まれていると
きは、この限りではありません。

（３）　日程表において、当社の手配による旅行サービスの提供が一切
行われない旨が明示された日については、当該日にお客様が被った
損害について補償金が支払われない旨を明示した場合に限り、募集
型企画旅行参加中とはいたしません。また、お客様が離脱及び復帰

　の予定日時をあらかじめ当社に届け出ることなく離脱したとき又は
復帰の予定なく離脱したときは、離脱のときから復帰までの間又は
その離脱したときから後は募集型企画旅行参加中とはいたしません。

２１．特別補償

　お客様は旅行開始後旅行終了までの間、団体として行動してい
ただくときは、自由行動時間中を除き旅行を安全かつ円滑に実施す
るための当社（添乗員、現地係員又は手配代行者等を含みます。）
の指示に従っていただきます。指示に従わず団体行動の規律を乱
し、旅行の安全かつ円滑な実施を妨げた場合は、旅行の途中であっ
てもそのお客様の事後の旅行契約を解除することがあります。

（２）　お客様の責に帰さない事由により旅行日程表に従った旅行サービ
スの提供を受けられなくなったときは、お客様は不可能になった旅行
サービス提供に係る部分の旅行契約を解除することができます。この
場合、当社は旅行代金のうち、不可能になった旅行サービスに係る費
用から、当社が当該サービスを提供する運送・宿泊機関等に支払又は
これから支払うべき取消料、違約料その他の名目による費用を差し引
いて払い戻します。

１４．当社の解除権（旅行開始前）
（１）　お客様が第６項に定める期日までに旅行代金のお支払がないと
きは、当社は、お客様が旅行に参加される意思がないものとみなし、
当該期日の翌日に旅行契約を解除します。この場合は第１２項に定
める取消料と同額の違約料をお支払いただきます。

（２）　当社は、次に掲げる場合において、お客様に理由をご説明して、
旅行開始前に旅行契約を解除することがあります。
（ア）お客様が、当社があらかじめ明示していた性別、年齢、資格、技能

その他の旅行参加条件を満たしていないことが判明したとき。
（イ）お客様が病気必要な介助者の不在その他の事由により、当

該旅行に耐えられないと当社が認めるとき。
（ウ）お客様が他のお客様に迷惑を及ぼし、又は団体旅行の円滑

な実施を妨げる恐れがあると当社が認めるとき。

（エ）お客様が契約内容に関し合理的な範囲を超える負担を求め
たとき。

（オ）お客様が暴力団、暴力団員、暴力団関係者、その他反社会的
勢力であると判明したとき。

（カ）お客様の数がパンフレット等に記載した最少催行人員に達し
なかったとき。この場合は旅行開始日の前日から起算してさ
かのぼって１３日目（日帰り旅行については３日目）に当たる日
より前に、旅行の中止を通知します。

（キ）スキーを目的とする旅行における降雪量の不足のように、当
社があらかじめ表示した旅行実施条件が成立しないとき、又
はそのおそれが極めて大きいとき。

（ク）天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関等の旅行サービスの提
供の中止、官公署の命令その他の当社の関与し得ない事由
が生じた場合において、契約書面に記載した旅行日程の安全
かつ円滑な実施が不可能となり、又は不可能となるおそれが
極めて大きいとき。

（３）　当社は、（１）により旅行契約を解除したときは、既に収受してい
る旅行代金（又は申込金）から違約料を差し引いて払い戻します。
（２）により旅行契約を解除したときは、既に収受している旅行代金
（又は申込金）の全額を払い戻します。

１５．当社の解除権（旅行開始後）
（１）当社は、次に掲げる場合において、旅行開始後であっても旅行契
約の一部を解除することがあります。
（ア）お客様が病気、必要な介助者の不在その他の事由により旅

行の継続に耐えられないとき。
（イ）お客様が旅行を安全かつ円滑に実施するための添乗員その

他の者による当社の指示への違背、これらの者又は同行する
他の旅行者に対する暴力又は脅迫などにより団体行動の規
律を乱し、当該旅行の安全かつ円滑な実施を妨げるとき。

（ウ）お客様が暴力団、暴力団員、暴力団関係者、その他反社会的
勢力であると判明したとき。

（エ）天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関等の旅行サービス提供
の中止、官公署の命令その他の当社の関与し得ない事由が
生じた場合であって、旅行の継続が不可能となったとき。

（２）解除の効果及び払戻し
（ア）（１）により旅行契約の解除が行われた場合であっても、お客

様が既に提供を受けた旅行サービスに関する旅行契約は有
効に履行されたものとします。この場合お客様と当社との契
約関係は、将来に向かってのみ消滅します。

（イ）当社は旅行代金のうち、お客様がいまだその提供を受けていな
い旅行サービスに係る費用から、当社が当該サービスを提供する
運送・宿泊機関等に支払又はこれから支払うべき取消料、違約
料その他の名目による費用を差し引いて払い戻します。

１３．お客様の解除権（旅行開始後）
（１）　旅行開始後において、お客様のご都合により旅行契約を解除又は
一時離脱をした場合は、お客様の権利放棄とみなし、一切の払戻しを
いたしません。

（ア） 契約内容が変更されたとき。ただし、その変更が第２３項の表
左欄に掲げるものその他の重要なものであるときに限ります。

（イ） 第１０項（ア）の規定に基づいて旅行代金が増額されたとき。
（ウ） 天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関の旅行サービスの提供

の中止、官公署の命令その他の事由が生じた場合において、
旅行の安全かつ円滑な実施が不可能となり、又は不可能と
なる可能性が極めて大きいとき。

（エ） 当社がお客様に対し、第４項（２）に定める期日（旅行開始日の
前日まで、ただし、旅行開始日の前日からさかのぼって７日目に
当たる日以降に旅行の申込みがなされた場合には、旅行開始
日まで）までに確定書面（最終日程表）を交付しなかったとき。

（オ） 当社の責に帰すべき事由により、契約書面に記載した旅行日
程に従った旅行の実施が不可能になったとき。

（３）　当社は、（１）により旅行契約が解除されたときは、既に収受して
いる旅行代金（又は申込金）から所定の取消料を差し引いた残額を
払い戻します。また、（２）により旅行契約が解除されたときは、既に
収受している旅行代金（又は申込金）の全額を払い戻します。

（４）　旅行契約成立後に、お客様のご都合によりコース又は出発日を
変更された場合は、取消し後に再予約を行うこととなり、（１）の取
消料の対象となります。

（２）　次に該当する場合は、お客様は取消料を支払うことなく旅行契
約を解除できます。

特定期間、特定コースにつきましては、別途パンフレット等に定めるところ
によります。

イ．旅行開始日の前日から起算して
さかのぼって２０日目（日帰り旅
行にあっては１０日目）に当たる
日以降８日目に当たる日まで

ロ．旅行開始日の前日から起算して
さかのぼって７日目に当たる日
以降前々日に当たる日まで

ハ．旅行開始日の前日

ニ．旅行開始日当日

ホ．無連絡不参加及び旅行開始後

解　除　期　日 取　消　料（おひとり）

旅行代金の２０％

旅行代金の3０％

旅行代金の4０％

旅行代金の5０％

旅行代金の10０％

（１）　お客様は第２項の旅行契約成立後いつでも、次による取消料をお
支払いいただくことにより旅行契約を解除することができます。ただ
し、契約解除のお申出は、当社らの営業日・営業時間内にお受けします
ので、旅行お申込み時に営業時間等をお客様ご自身でもご確認くだ
さい。

１２．お客様の解除権（旅行開始前）

（１）　お客様は、当社の承諾を得た場合に限り旅行契約上の地位を当
該お客様が指定した別の方に譲り渡すことができます。この場合、当
社所定の用紙に必要事項をご記入のうえ手数料（おひとり様につき
１0，0００円・税別）と共に当社にご提出していただきます。

（２）　旅行契約上の地位の譲渡は当社が承諾し、（１）の手数料を当社
が受領したときに限り効力を生じ、以降旅行契約上の地位を譲り受
けた方が、この旅行契約に関する一切の権利及び義務を継承するこ
とになります。

１１．お客様の交代

２４．お客様の責任
（１）　お客様の故意、過失、法令・公序良俗に反する行為、若しくはお客
様が当社の約款の規定を守らないことにより当社が損害を受けた
場合は、お客様は当社に対し損害を賠償しなければなりません。

（２）　お客様は、当社から提供される情報を活用し、お客様の権利・義
務その他募集型企画旅行の内容について理解するように努めなけ
ればなりません。

（３）　お客様は、旅行開始後に、契約書面に記載された旅行サービス
について、記載内容と異なるものと認識したときは、旅行地において
速やかに当社、当社の手配代行者又は旅行サービス提供者にその
旨をお申し出ください。

２５．通信契約
（１）　当社らは、当社らが提携するクレジットカード会社（以下「提携会
社」といいます。）のカード会員（以下「会員」といいます。）より、所定
の伝票への「会員の署名なくして旅行代金の支払いを受けること」
（以下「通信契約」といいます。）を条件に、「電話、郵便、ファクシミリ、
インターネットその他の通信手段」による旅行のお申込みを受ける
場合があります。その場合、旅行代金の全額を決済するものとします。
ただし、当社らが提携会社と無署名取扱特約を含む加盟店契約がな
いときや、業務上の理由等でお受けできない場合もあります。（受託
旅行会社により当該取扱いができない場合があります。また取扱い
可能なクレジットカードの種類も受託旅行会社により異なります。所
定の伝票に会員の署名をいただきクレジットカードでお支払いいた
だく契約は、通信契約に該当せず、通常の旅行契約となります。）

（２）　通信契約により旅行契約を締結するときの旅行条件は、通常の
募集型企画旅行契約の場合と一部異なります。その主要な点をご
案内します。

（ア）通信契約の申込みに際し、会員は申込みしようとする「募集型
企画旅行の名称」、「出発日」等に加えて、「カード名」、「会員番
号」、「カード有効期限」等を当社らにお申し出いただきます。

（イ）通信契約による旅行契約は、電話による申込みの場合は当社
らが契約の締結を承諾した時に成立するものとします。郵便、
ファクシミリ、インターネットその他の通信手段による申込みの
場合は当社らが契約の締結を承諾する旨の通知が会員に到達
した時に成立するものとします。

（ウ）通信契約での｢カード利用日｣は、会員及び当社らが旅行契約に
基づく旅行代金等の支払又は払戻債務を履行すべき日とし、前
者は契約成立日、後者は契約解除のお申出のあった日となります。

２６．その他
（１）　お客様が個人的な案内、買物等を添乗員、現地係員等にご依頼
された場合のそれに伴う諸費用、お客様の疾病・傷害等の発生に伴
う諸費用、お客様の不注意による荷物・貴重品の紛失・忘れ物回収に
伴う諸費用及び別行動手配のために要した諸費用が発生した場合
は、お客様に負担していただきます。

（２）　お客様の便宜を図るために、土産物店等にご案内することがあ
りますが、お買物に際してはお客様の責任で購入していただきます。

（３）　当社はいかなる場合も旅行の再実施はいたしません。
（４）　当社の募集型企画旅行に参加いただくことにより、航空会社の
マイレージサービスを受けられる場合がありますが、マイレージサー
ビスに関するお問い合わせ、登録等はお客様ご自身で当該航空会社
に行っていただきます。なお、利用航空会社の変更等により、お客様
が当初受ける予定であったマイレージサービスが受けられなくなっ
たときでも、理由のいかんを問わず、当社は第２０項（１）の責任を負
いません。

（５）　旅行中に事故などが生じた場合は、直ちに最終日程表でお知ら
せする連絡先にご連絡ください。

２８．弁済業務保証金制度及びボンド保証制度
 　当社は、一般社団法人日本旅行業協会の保証社員になっておりま
す。当社と旅行契約を締結したお客様は、その後の経過から当該契
約に関し当社に対して債権を取得した場合で当社からその支払い
を受けられなかったときは、弁済業務保証金制度により、原則として、
　一定額に達するまで弁済を受けることができます。

　また、当社は、一般社団法人日本旅行業協会のボンド保証会員にも
なっております。当社と旅行契約を締結したお客様は、上記のような
事態が生じた場合であって、上記の一定の弁済限度を超えたことを
理由に弁済を受けられなかった場合、一般社団法人日本旅行業協会
のボンド保証制度により、原則として、一定額に達するまで弁済を受
けることができます。

２９．個人情報の取扱い
（１）　当社及びパンフレットの「受託販売（販売店）」欄記載の受託旅
行業者（以下「販売店」といいます。）は（以下、両者を合わせて「当
社等」といいます。）、旅行申込みの際に提出された申込書に記載さ
れた個人情報について、お客様との間の連絡のために利用させてい
ただくほか、当社は、お客様がお申込みいただいた旅行において運
送・宿泊機関等（主要な運送・宿泊機関等については当パンフレット
記載の日程表及び別途契約書面に記載した日までにお送りする確
定書面に記載されています。）の提供するサービスの手配及びそれ
らのサービスの受領のための手続（以下「手配等」といいます。）に
必要な範囲内、当社の旅行契約上の責任、事故時の費用等を担保
する保険の手続き上必要な範囲内、並びに旅行先の土産品店での
お客様の買い物の便宜のために必要な範囲内で、それら運送・宿泊
機関等、保険会社、土産品店に対し、お客様の氏名、住所等の連絡先、
パスポート番号及び搭乗される航空便名等を、あらかじめ電子的方
法等で送付することによって提供いたします。お申込みいただく際に
は、これらの個人データの提供についてお客様に同意いただくもの
とします。

（２）このほか、当社等では、旅行保険等旅行に必要な当社等と提携する
企業の商品やサービスのご案内、当社等の商品やキャンペーンのご
案内、旅行参加後のご意見やご感想の提供のお願い、アンケートの
お願い、特典サービスの提供、将来、よりよい旅行商品を開発するた
めのマーケット分析、統計資料の作成のために、お客様の個人情報
を利用させていただくことがあります。

（３）当社等は、旅行中に傷病があった場合、天候等の影響で旅行日程
に大幅な変更があった場合等に備え、お客さまの旅行中の国内連絡
先の方の個人情報をお伺いしています。この個人情報は、お客様に
傷病があった場合やお客様のご旅行日程に大幅な変更があった場
合、その他等で国内連絡先の方へ連絡の必要があると当社等が認
めた場合に使用させていただきます。お客様は、国内連絡先の方の
個人情報を当社等に提供することについて国内連絡先の方の同意
を得るものとします。

（４）　上記のほか、当社の個人情報の取扱いに関する方針については、
当社の店頭又はホームページ（http://www.mwt.co.jp）でご確認
ください。なお、販売店の個人情報の取扱いに関する方針について
は、お客様ご自身でご確認ください。

２７．旅行条件・旅行代金の基準
旅行条件、旅行代金の基準日は、それぞれパンフレット等に明示し
ます。

（２）　（１）の規定にかかわらず、当社が支払うべき変更補償金の額は、
お客様おひとりに対して１旅行契約につき旅行代金に１５％を乗じた
額を上限とします。また、お客様おひとりに対して１旅行契約につき支
払うべき変更補償金が１，０００円未満の場合は、変更補償金を支払い
ません。

（３）　当社は、お客様が同意された場合に限り、金銭による変更補償金
の支払に替え、同等価値以上の物品又は旅行サービスの提供により
補償を行うことがあります。

（４）　当社が（１）の変更補償金を支払った後に、第２０項の規定に基づ
く当社の責任が発生することが明らかになった場合は、お客様は当該
変更に係る変更補償金を当社に返還していただきます。この場合、当
社は、当社が支払うべき損害賠償金の額と、お客様が返還すべき変更
補償金の額とを相殺した残額を支払います。

当社が変更補償金を支払う変更

旅行開始前 旅行開始後

お支払い対象旅行代金

１件につき下記の率

①契約書面に記載した旅行開始
日又は旅行終了日の変更 １．５％ ３．０％

②契約書面に記載した観光施設
（レストランを含みます。）その他
旅行の目的地の変更

１．０％ ２．０％

＝ ×変更
補償金の額

２３．旅程保証
（１）　当社は、次表左欄に掲げる契約内容の重要な変更が生じた場合
は、お支払対象旅行代金に右欄に記載する率を乗じた額の変更補償
金を、旅行終了日の翌日から起算して３０日以内に支払います。ただし、
当該変更が次の（ア）（イ）（ウ）（エ）に該当する場合は、変更補償金
を支払いません。
（ア）契約内容の重要な変更が生じた原因が次によるものであるこ

とが明白な場合（ただし、サービスの提供が行われているにも
かかわらず、運送・宿泊機関等の座席・部屋その他の諸設備の
不足が発生したこと（いわゆるオーバーブッキング等）による
場合は除きます）。

ａ．旅行日程に支障をきたす悪天候を含む天災地変
ｂ．戦乱
ｃ．暴動
ｄ．官公署の命令
ｅ．欠航、不通、休業等の運送・宿泊機関等の旅行サービス提供の
中止

ｆ．遅延、運送スケジュール変更等の当初の運行計画によらない運
送サービスの提供

ｇ．旅行参加者の生命又は身体の安全確保のための必要な措置
（イ）第２０項の規定に基づく当社の責任が明らかであるとき。
（ウ）第１２項、第１３項、第１４項及び第１５項の規定に基づき旅行

契約が解除された場合の当該解除された部分に係る変更で
あるとき。

（エ）パンフレット等に記載した旅行サービスの提供を受ける順序
が変更になった場合でも、旅行中に当該旅行サービスの提供
を受けることができたとき。

２２．オプショナルツアー又は情報提供
（１）　当社の募集型企画旅行参加中のお客様を対象として、別途の旅
行代金を収受して実施する募集型企画旅行（「以下」オプショナルツ
アーといいます。）のうち、当社が旅行企画・実施するものの第２１項の
適用については、当社は、主たる旅行契約の内容の一部として取り扱
います。当社が旅行企画・実施するオプショナルツアーは、パンフレット
等に「旅行企画・実施：当社（又は名鉄観光サービス）」と明示します。

（２）　オプショナルツアーの旅行企画・実施者が当社以外の旅行会社で
ある旨をパンフレット等に明示した場合には、当社の募集型企画旅行
ではありません。
（ア）お申込みは原則的として現地となり、お支払も現地となります。
（イ）契約はオプショナルツアーを旅行企画・実施する旅行会社等が

定めた旅行条件によって行われ、当社の旅行条件は適用され
ません。

（ウ）契約の成立は、オプショナルツアーを旅行企画・実施する旅行
会社等が承諾したときに成立します。

（エ）契約成立後の解除、取消料については、お申込みの際、オプ
ショナルツアーを旅行企画・実施する旅行会社等にご確認くだ
さい。

（オ）当社以外がオプショナルツアーを旅行企画・実施する旅行会
社等が実施するオプショナルツアーは旅程保証の対象とはな
りません。

（３）　当社は、オプショナルツアー参加中のお客様に発生した第２１項
で規定する損害については、同項の規定に基づき補償金又は見舞
金を支払います。

（４）　当社は、パンフレット等で「単なる情報提供」として可能なスポー
ツ等を記載することがあります。この場合、当該可能なスポーツに参
加中のお客様に発生した損害に対しては、当社は第２１項の特別補
償規程は適用しますが、それ以外の責任は負いません。

④契約書面に記載した運送機関の
種類又は会社名の変更 １．０％ ２．０％

⑤契約書面に記載した本邦内の旅
行開始地たる空港又は旅行終了
地たる空港の異なる便への変更

１．０％ ２．０％

注１）｢旅行開始前｣とは、当該変更について旅行開始日の前日までにお客様に通

知した場合をいい、｢旅行開始後｣とは、当該変更について旅行開始当日以

降にお客様に通知した場合をいいます。

注２）確定書面が交付された場合には、｢契約書面｣とあるのを｢確定書面｣と読

み替えた上で、この表を適用します。この場合において、契約書面の記載内

容と確定書面の記載内容との間又は確定書面の記載内容と実際に提供

された旅行サービスの内容との間に変更が生じたときは、それぞれの変更

につき１件として取り扱います。

注３）第３号又は第４号に掲げる変更に係る運送機関が宿泊施設の利用を伴う

ものである場合は、１泊につき１件として取り扱います。

注４）第４号に掲げる運送機関の会社名の変更については、等級又は設備がより

高いものへの変更を伴う場合には適用しません。

注５）第４号又は第7号若しくは第８号に掲げる変更が１乗車船等又は１泊の中

で複数生じた場合であっても、１乗車船等又は１泊につき１件として取り扱

います。

注６）第９号に掲げる変更については、第１号から第８号までの率を適用せず、第

９号によります。

⑦契約書面に記載した宿泊機関の
種類又は名称の変更 １．0％ 2．０％

⑧契約書面に記載した宿泊機関の
客室の種類、設備、景観その他の
客室の条件の変更

１．０％ ２．０％

⑨前各号に掲げる変更のうち契約
書面のツアー・タイトル中に記載
があった事項の変更

２．５％ ５．０％

⑥契約書面に記載した本邦内と本
邦外との間における直行便の乗
継便又は経由便への変更

１．０％ ２．０％

③契約書面に記載した運送機関の
等級又は設備のより低い料金の
ものへの変更（変更後の等級及
び設備の料金の合計額が契約書
面に記載した等級及び設備のそ
れを下回った場合に限ります。）

１．０％ ２．０％

（４）　（１）の傷害・損害については、第２０項（１）の規定に基づく責任
を負うときは、（１）による補償金は当社が負うべき損害賠償金の一
部（又は全部）に充当します。

（５）　当社が（１）による補償金支払義務と第２０項により損害賠償義
務を重ねて負う場合であっても、一方の義務が履行されたときはそ
の金額の限度において補償金支払義務、損害賠償義務とも履行さ
れたものとします。
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１６．旅行代金の払戻し
（１）　当社は、第１０項、第１２項、第１３項（２）、第１４項及び第１５項の規
定により、お客様に対し払い戻すべき金額が生じたときは、旅行開始
前の解除による払戻しにあっては解除の翌日から起算して７日以内に、
減額又は旅行開始後の解除による払戻しにあっては契約書面に記載
した旅行終了日の翌日から起算して３０日以内にお客様に対し当該金
額を払い戻します。

（２）　（１）の規定は第２０項又は第２４項で規定するところにより、お客
様又は当社が損害賠償請求権を行使することを妨げるものではあり
ません。

１８．旅程管理と添乗員等
（１）　当社は次に掲げる業務を行い、お客様の安全かつ円滑な実施を
確保することに努力します。ただし、お客様と当社がこれと異なる特
約を結んだ場合には、この限りではありません。
（ア）お客様が旅行中、旅行サービスを受けることができないおそれ

があると認められるときは、旅行契約に従った旅行サービスの
提供を確実に受けられるための必要な措置を講ずること。

（イ）（ア）の措置を講じたにもかかわらず、旅行契約の内容を変更
せざるを得ないときは、代替サービスの手配を行うこと。この際、
旅行日程を変更するときは、変更後の旅行日程が当初の旅行

　　日程の趣旨にかなうものとなるよう努めること、また、旅行
サービスの内容を変更するときは、変更後の旅行サービスが
当初の旅行サービスと同様のものとなるよう努めることなど、
契約内容の変更を最小限にとどめるよう努力すること。

（２）　当社が、旅行契約により旅程を管理する義務を負う範囲は、パンフ
レット等に記載している集合場所を出発（集合）してから、当該解散場
所に帰着（解散）するまでとなります。ご自宅から集合・解散場所まで
の間を、航空機又は列車等を利用する場合や宿泊を必要とする場合

   は、当社では可能な限りでこの手配に応じますが、この部分は当社と別
途旅行契約を締結することとなり、募集型企画旅行契約には含まれま
せん。

（３）　（１）の業務は、添乗員の同行する旅行にあっては添乗員が、添乗
員が同行しない場合は現地係員又は現地において当社が手配を代行
させるもの（以下「手配代行者」といいます。）が行います。

（４）　添乗員の同行しない旅行にあっては、現地における当社（現地係
員又は手配代行者等を含みます。）の連絡先を確定書面（最終日程
表）に明示します。

（５）　添乗員の同行の有無はパンフレット等に明示します。
（６）　添乗員の業務は原則として８時から２０時までとします。
（７）　当社は、旅行中のお客様が疾病、傷害等により保護を要する状態
にあると認めたときは、必要な措置を講じることがあります。この場合
において、これが当社の責に帰すべき事由によるものでないときは、
当該措置に要した費用はお客様の負担とし、お客様は当該費用を当
社が指定する期日までに当社の指定する方法でお支払いただきます。

（１）　当社は、旅行契約の履行にあたって、当社又は当社の手配代行者
が故意又は過失によりお客様に損害を与えたときは、お客様が被られ
た損害を賠償します。ただし、損害発生の翌日から起算して２年以内
に当社に対して通知があったときに限ります。また、手荷物について生
じたの損害については、損害発生の翌日から起算して、１４日以内に当
社に対して通知があったときに限り、お客様おひとりにつき１５万円を
限度（当社に故意又は重大な過失がある場合を除きます。）として賠
償します。

（２）　お客様が、次に例示するような当社又は当社の手配代行者の関与
し得ない事由により損害を被られたときは、当社はお客様に対して
（１）の責任を負いません。ただし、当社又は手配代行者の故意又は過
失が証明されたときは、この限りではありません。
（ア）天災地変、戦乱、暴動又はこれらのために生じる旅行日程の変

更もしくは旅行の中止
（イ）運送・宿泊機関等のサービスの提供の中止又はこれらのために

生じる旅行日程の変更若しくは旅行の中止
（ウ）官公署の命令、外国の出入国規制、伝染病による隔離又はこれ

らのために生じる旅行日程の変更若しくは旅行の中止
（エ）自由行動中の事故
（オ）食中毒
（カ）盗難
（キ）運送機関の遅延・不通・スケジュール変更・経路変更など又は

これらによって生じる旅行日程の変更・目的地滞在時間の短縮

１７．契約解除後の帰路手配
　当社は、第１５項（１）（ア）又は（エ）の規定によって、旅行開始
後に旅行契約を解除したときは、お客様のご依頼に応じてお客様
が当該旅行の出発地、解散地等に戻るための必要な旅行サービ
スの手配を引き受けます。この場合に要する一切の費用は、お客
様の負担とします。

１９．当社の指示

２０．当社の責任

（１）　当社は、当社が実施する募集型企画旅行に参加するお客様が、そ
の募集型企画旅行参加中に急激かつ偶然な外来の事故によって身
体に傷害を被ったときは、約款の別紙｢特別補償規程｣に従い、お客様
又はその法定相続人に死亡補償金、後遺傷害補償金、通院見舞金及
び入院見舞金を支払います。補償金等の額は、通院見舞金として通院
日数により１万円～５万円、入院見舞金として入院日数により２万円～
２０万円、死亡補償金として、１,５００万円です。また、携帯品に損害を
被ったときは、「特別補償規程」により携帯品損害補償金を支払いま
す。携帯品に係る損害補償金は、お客様おひとりにつき１５万円を限
度とします。ただし、補償対象品の一個又は一対については、１０万円
を限度とします。ただし、現金、クレジットカード、貴重品、磁気ディスク、
その他「特別補償規程」第１８条第２項に定める品目については補償
しません。

（２）　お客様が募集型企画旅行参加中に被られた損害が、お客様の故
意、お客様の故意による法令に違反する行為、無免許若しくは酒酔い
運転、疾病等のほか、募集型企画旅行に含まれない場合で、自由行動
中のスカイダイビング、ハンググライダ－搭乗、超軽量動力機（モー
ターハンググライダ－、マイクロライト機、ウルトラライト機等）搭乗、
ジャイロプレーン搭乗その他これらに類する危険な運動中の事故に
よるもの等約款の別紙「特別補償規程」第３条、第４条及び第５条に
該当する場合は、当社は（１）の補償金及び見舞金を支払いません。た
だし、当該運動があらかじめ募集型企画旅行の日程に含まれていると
きは、この限りではありません。

（３）　日程表において、当社の手配による旅行サービスの提供が一切
行われない旨が明示された日については、当該日にお客様が被った
損害について補償金が支払われない旨を明示した場合に限り、募集
型企画旅行参加中とはいたしません。また、お客様が離脱及び復帰

　の予定日時をあらかじめ当社に届け出ることなく離脱したとき又は
復帰の予定なく離脱したときは、離脱のときから復帰までの間又は
その離脱したときから後は募集型企画旅行参加中とはいたしません。

２１．特別補償

　お客様は旅行開始後旅行終了までの間、団体として行動してい
ただくときは、自由行動時間中を除き旅行を安全かつ円滑に実施す
るための当社（添乗員、現地係員又は手配代行者等を含みます。）
の指示に従っていただきます。指示に従わず団体行動の規律を乱
し、旅行の安全かつ円滑な実施を妨げた場合は、旅行の途中であっ
てもそのお客様の事後の旅行契約を解除することがあります。

（２）　お客様の責に帰さない事由により旅行日程表に従った旅行サービ
スの提供を受けられなくなったときは、お客様は不可能になった旅行
サービス提供に係る部分の旅行契約を解除することができます。この
場合、当社は旅行代金のうち、不可能になった旅行サービスに係る費
用から、当社が当該サービスを提供する運送・宿泊機関等に支払又は
これから支払うべき取消料、違約料その他の名目による費用を差し引
いて払い戻します。

１４．当社の解除権（旅行開始前）
（１）　お客様が第６項に定める期日までに旅行代金のお支払がないと
きは、当社は、お客様が旅行に参加される意思がないものとみなし、
当該期日の翌日に旅行契約を解除します。この場合は第１２項に定
める取消料と同額の違約料をお支払いただきます。

（２）　当社は、次に掲げる場合において、お客様に理由をご説明して、
旅行開始前に旅行契約を解除することがあります。
（ア）お客様が、当社があらかじめ明示していた性別、年齢、資格、技能

その他の旅行参加条件を満たしていないことが判明したとき。
（イ）お客様が病気必要な介助者の不在その他の事由により、当

該旅行に耐えられないと当社が認めるとき。
（ウ）お客様が他のお客様に迷惑を及ぼし、又は団体旅行の円滑

な実施を妨げる恐れがあると当社が認めるとき。

（エ）お客様が契約内容に関し合理的な範囲を超える負担を求め
たとき。

（オ）お客様が暴力団、暴力団員、暴力団関係者、その他反社会的
勢力であると判明したとき。

（カ）お客様の数がパンフレット等に記載した最少催行人員に達し
なかったとき。この場合は旅行開始日の前日から起算してさ
かのぼって１３日目（日帰り旅行については３日目）に当たる日
より前に、旅行の中止を通知します。

（キ）スキーを目的とする旅行における降雪量の不足のように、当
社があらかじめ表示した旅行実施条件が成立しないとき、又
はそのおそれが極めて大きいとき。

（ク）天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関等の旅行サービスの提
供の中止、官公署の命令その他の当社の関与し得ない事由
が生じた場合において、契約書面に記載した旅行日程の安全
かつ円滑な実施が不可能となり、又は不可能となるおそれが
極めて大きいとき。

（３）　当社は、（１）により旅行契約を解除したときは、既に収受してい
る旅行代金（又は申込金）から違約料を差し引いて払い戻します。
（２）により旅行契約を解除したときは、既に収受している旅行代金
（又は申込金）の全額を払い戻します。

１５．当社の解除権（旅行開始後）
（１）当社は、次に掲げる場合において、旅行開始後であっても旅行契
約の一部を解除することがあります。
（ア）お客様が病気、必要な介助者の不在その他の事由により旅

行の継続に耐えられないとき。
（イ）お客様が旅行を安全かつ円滑に実施するための添乗員その

他の者による当社の指示への違背、これらの者又は同行する
他の旅行者に対する暴力又は脅迫などにより団体行動の規
律を乱し、当該旅行の安全かつ円滑な実施を妨げるとき。

（ウ）お客様が暴力団、暴力団員、暴力団関係者、その他反社会的
勢力であると判明したとき。

（エ）天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関等の旅行サービス提供
の中止、官公署の命令その他の当社の関与し得ない事由が
生じた場合であって、旅行の継続が不可能となったとき。

（２）解除の効果及び払戻し
（ア）（１）により旅行契約の解除が行われた場合であっても、お客

様が既に提供を受けた旅行サービスに関する旅行契約は有
効に履行されたものとします。この場合お客様と当社との契
約関係は、将来に向かってのみ消滅します。

（イ）当社は旅行代金のうち、お客様がいまだその提供を受けていな
い旅行サービスに係る費用から、当社が当該サービスを提供する
運送・宿泊機関等に支払又はこれから支払うべき取消料、違約
料その他の名目による費用を差し引いて払い戻します。

１３．お客様の解除権（旅行開始後）
（１）　旅行開始後において、お客様のご都合により旅行契約を解除又は
一時離脱をした場合は、お客様の権利放棄とみなし、一切の払戻しを
いたしません。

（ア） 契約内容が変更されたとき。ただし、その変更が第２３項の表
左欄に掲げるものその他の重要なものであるときに限ります。

（イ） 第１０項（ア）の規定に基づいて旅行代金が増額されたとき。
（ウ） 天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関の旅行サービスの提供

の中止、官公署の命令その他の事由が生じた場合において、
旅行の安全かつ円滑な実施が不可能となり、又は不可能と
なる可能性が極めて大きいとき。

（エ） 当社がお客様に対し、第４項（２）に定める期日（旅行開始日の
前日まで、ただし、旅行開始日の前日からさかのぼって７日目に
当たる日以降に旅行の申込みがなされた場合には、旅行開始
日まで）までに確定書面（最終日程表）を交付しなかったとき。

（オ） 当社の責に帰すべき事由により、契約書面に記載した旅行日
程に従った旅行の実施が不可能になったとき。

（３）　当社は、（１）により旅行契約が解除されたときは、既に収受して
いる旅行代金（又は申込金）から所定の取消料を差し引いた残額を
払い戻します。また、（２）により旅行契約が解除されたときは、既に
収受している旅行代金（又は申込金）の全額を払い戻します。

（４）　旅行契約成立後に、お客様のご都合によりコース又は出発日を
変更された場合は、取消し後に再予約を行うこととなり、（１）の取
消料の対象となります。

（２）　次に該当する場合は、お客様は取消料を支払うことなく旅行契
約を解除できます。

特定期間、特定コースにつきましては、別途パンフレット等に定めるところ
によります。

イ．旅行開始日の前日から起算して
さかのぼって２０日目（日帰り旅
行にあっては１０日目）に当たる
日以降８日目に当たる日まで

ロ．旅行開始日の前日から起算して
さかのぼって７日目に当たる日
以降前々日に当たる日まで

ハ．旅行開始日の前日

ニ．旅行開始日当日

ホ．無連絡不参加及び旅行開始後

解　除　期　日 取　消　料（おひとり）

旅行代金の２０％

旅行代金の3０％

旅行代金の4０％

旅行代金の5０％

旅行代金の10０％

（１）　お客様は第２項の旅行契約成立後いつでも、次による取消料をお
支払いいただくことにより旅行契約を解除することができます。ただ
し、契約解除のお申出は、当社らの営業日・営業時間内にお受けします
ので、旅行お申込み時に営業時間等をお客様ご自身でもご確認くだ
さい。

１２．お客様の解除権（旅行開始前）

（１）　お客様は、当社の承諾を得た場合に限り旅行契約上の地位を当
該お客様が指定した別の方に譲り渡すことができます。この場合、当
社所定の用紙に必要事項をご記入のうえ手数料（おひとり様につき
１0，0００円・税別）と共に当社にご提出していただきます。

（２）　旅行契約上の地位の譲渡は当社が承諾し、（１）の手数料を当社
が受領したときに限り効力を生じ、以降旅行契約上の地位を譲り受
けた方が、この旅行契約に関する一切の権利及び義務を継承するこ
とになります。

１１．お客様の交代

２４．お客様の責任
（１）　お客様の故意、過失、法令・公序良俗に反する行為、若しくはお客
様が当社の約款の規定を守らないことにより当社が損害を受けた
場合は、お客様は当社に対し損害を賠償しなければなりません。

（２）　お客様は、当社から提供される情報を活用し、お客様の権利・義
務その他募集型企画旅行の内容について理解するように努めなけ
ればなりません。

（３）　お客様は、旅行開始後に、契約書面に記載された旅行サービス
について、記載内容と異なるものと認識したときは、旅行地において
速やかに当社、当社の手配代行者又は旅行サービス提供者にその
旨をお申し出ください。

２５．通信契約
（１）　当社らは、当社らが提携するクレジットカード会社（以下「提携会
社」といいます。）のカード会員（以下「会員」といいます。）より、所定
の伝票への「会員の署名なくして旅行代金の支払いを受けること」
（以下「通信契約」といいます。）を条件に、「電話、郵便、ファクシミリ、
インターネットその他の通信手段」による旅行のお申込みを受ける
場合があります。その場合、旅行代金の全額を決済するものとします。
ただし、当社らが提携会社と無署名取扱特約を含む加盟店契約がな
いときや、業務上の理由等でお受けできない場合もあります。（受託
旅行会社により当該取扱いができない場合があります。また取扱い
可能なクレジットカードの種類も受託旅行会社により異なります。所
定の伝票に会員の署名をいただきクレジットカードでお支払いいた
だく契約は、通信契約に該当せず、通常の旅行契約となります。）

（２）　通信契約により旅行契約を締結するときの旅行条件は、通常の
募集型企画旅行契約の場合と一部異なります。その主要な点をご
案内します。

（ア）通信契約の申込みに際し、会員は申込みしようとする「募集型
企画旅行の名称」、「出発日」等に加えて、「カード名」、「会員番
号」、「カード有効期限」等を当社らにお申し出いただきます。

（イ）通信契約による旅行契約は、電話による申込みの場合は当社
らが契約の締結を承諾した時に成立するものとします。郵便、
ファクシミリ、インターネットその他の通信手段による申込みの
場合は当社らが契約の締結を承諾する旨の通知が会員に到達
した時に成立するものとします。

（ウ）通信契約での｢カード利用日｣は、会員及び当社らが旅行契約に
基づく旅行代金等の支払又は払戻債務を履行すべき日とし、前
者は契約成立日、後者は契約解除のお申出のあった日となります。

２６．その他
（１）　お客様が個人的な案内、買物等を添乗員、現地係員等にご依頼
された場合のそれに伴う諸費用、お客様の疾病・傷害等の発生に伴
う諸費用、お客様の不注意による荷物・貴重品の紛失・忘れ物回収に
伴う諸費用及び別行動手配のために要した諸費用が発生した場合
は、お客様に負担していただきます。

（２）　お客様の便宜を図るために、土産物店等にご案内することがあ
りますが、お買物に際してはお客様の責任で購入していただきます。

（３）　当社はいかなる場合も旅行の再実施はいたしません。
（４）　当社の募集型企画旅行に参加いただくことにより、航空会社の
マイレージサービスを受けられる場合がありますが、マイレージサー
ビスに関するお問い合わせ、登録等はお客様ご自身で当該航空会社
に行っていただきます。なお、利用航空会社の変更等により、お客様
が当初受ける予定であったマイレージサービスが受けられなくなっ
たときでも、理由のいかんを問わず、当社は第２０項（１）の責任を負
いません。

（５）　旅行中に事故などが生じた場合は、直ちに最終日程表でお知ら
せする連絡先にご連絡ください。

２８．弁済業務保証金制度及びボンド保証制度
 　当社は、一般社団法人日本旅行業協会の保証社員になっておりま
す。当社と旅行契約を締結したお客様は、その後の経過から当該契
約に関し当社に対して債権を取得した場合で当社からその支払い
を受けられなかったときは、弁済業務保証金制度により、原則として、
　一定額に達するまで弁済を受けることができます。

　また、当社は、一般社団法人日本旅行業協会のボンド保証会員にも
なっております。当社と旅行契約を締結したお客様は、上記のような
事態が生じた場合であって、上記の一定の弁済限度を超えたことを
理由に弁済を受けられなかった場合、一般社団法人日本旅行業協会
のボンド保証制度により、原則として、一定額に達するまで弁済を受
けることができます。

２９．個人情報の取扱い
（１）　当社及びパンフレットの「受託販売（販売店）」欄記載の受託旅
行業者（以下「販売店」といいます。）は（以下、両者を合わせて「当
社等」といいます。）、旅行申込みの際に提出された申込書に記載さ
れた個人情報について、お客様との間の連絡のために利用させてい
ただくほか、当社は、お客様がお申込みいただいた旅行において運
送・宿泊機関等（主要な運送・宿泊機関等については当パンフレット
記載の日程表及び別途契約書面に記載した日までにお送りする確
定書面に記載されています。）の提供するサービスの手配及びそれ
らのサービスの受領のための手続（以下「手配等」といいます。）に
必要な範囲内、当社の旅行契約上の責任、事故時の費用等を担保
する保険の手続き上必要な範囲内、並びに旅行先の土産品店での
お客様の買い物の便宜のために必要な範囲内で、それら運送・宿泊
機関等、保険会社、土産品店に対し、お客様の氏名、住所等の連絡先、
パスポート番号及び搭乗される航空便名等を、あらかじめ電子的方
法等で送付することによって提供いたします。お申込みいただく際に
は、これらの個人データの提供についてお客様に同意いただくもの
とします。

（２）このほか、当社等では、旅行保険等旅行に必要な当社等と提携する
企業の商品やサービスのご案内、当社等の商品やキャンペーンのご
案内、旅行参加後のご意見やご感想の提供のお願い、アンケートの
お願い、特典サービスの提供、将来、よりよい旅行商品を開発するた
めのマーケット分析、統計資料の作成のために、お客様の個人情報
を利用させていただくことがあります。

（３）当社等は、旅行中に傷病があった場合、天候等の影響で旅行日程
に大幅な変更があった場合等に備え、お客さまの旅行中の国内連絡
先の方の個人情報をお伺いしています。この個人情報は、お客様に
傷病があった場合やお客様のご旅行日程に大幅な変更があった場
合、その他等で国内連絡先の方へ連絡の必要があると当社等が認
めた場合に使用させていただきます。お客様は、国内連絡先の方の
個人情報を当社等に提供することについて国内連絡先の方の同意
を得るものとします。

（４）　上記のほか、当社の個人情報の取扱いに関する方針については、
当社の店頭又はホームページ（http://www.mwt.co.jp）でご確認
ください。なお、販売店の個人情報の取扱いに関する方針について
は、お客様ご自身でご確認ください。

２７．旅行条件・旅行代金の基準
旅行条件、旅行代金の基準日は、それぞれパンフレット等に明示し
ます。

（２）　（１）の規定にかかわらず、当社が支払うべき変更補償金の額は、
お客様おひとりに対して１旅行契約につき旅行代金に１５％を乗じた
額を上限とします。また、お客様おひとりに対して１旅行契約につき支
払うべき変更補償金が１，０００円未満の場合は、変更補償金を支払い
ません。

（３）　当社は、お客様が同意された場合に限り、金銭による変更補償金
の支払に替え、同等価値以上の物品又は旅行サービスの提供により
補償を行うことがあります。

（４）　当社が（１）の変更補償金を支払った後に、第２０項の規定に基づ
く当社の責任が発生することが明らかになった場合は、お客様は当該
変更に係る変更補償金を当社に返還していただきます。この場合、当
社は、当社が支払うべき損害賠償金の額と、お客様が返還すべき変更
補償金の額とを相殺した残額を支払います。

当社が変更補償金を支払う変更

旅行開始前 旅行開始後

お支払い対象旅行代金

１件につき下記の率

①契約書面に記載した旅行開始
日又は旅行終了日の変更 １．５％ ３．０％

②契約書面に記載した観光施設
（レストランを含みます。）その他
旅行の目的地の変更

１．０％ ２．０％

＝ ×変更
補償金の額

２３．旅程保証
（１）　当社は、次表左欄に掲げる契約内容の重要な変更が生じた場合
は、お支払対象旅行代金に右欄に記載する率を乗じた額の変更補償
金を、旅行終了日の翌日から起算して３０日以内に支払います。ただし、
当該変更が次の（ア）（イ）（ウ）（エ）に該当する場合は、変更補償金
を支払いません。
（ア）契約内容の重要な変更が生じた原因が次によるものであるこ

とが明白な場合（ただし、サービスの提供が行われているにも
かかわらず、運送・宿泊機関等の座席・部屋その他の諸設備の
不足が発生したこと（いわゆるオーバーブッキング等）による
場合は除きます）。

ａ．旅行日程に支障をきたす悪天候を含む天災地変
ｂ．戦乱
ｃ．暴動
ｄ．官公署の命令
ｅ．欠航、不通、休業等の運送・宿泊機関等の旅行サービス提供の
中止

ｆ．遅延、運送スケジュール変更等の当初の運行計画によらない運
送サービスの提供

ｇ．旅行参加者の生命又は身体の安全確保のための必要な措置
（イ）第２０項の規定に基づく当社の責任が明らかであるとき。
（ウ）第１２項、第１３項、第１４項及び第１５項の規定に基づき旅行

契約が解除された場合の当該解除された部分に係る変更で
あるとき。

（エ）パンフレット等に記載した旅行サービスの提供を受ける順序
が変更になった場合でも、旅行中に当該旅行サービスの提供
を受けることができたとき。

２２．オプショナルツアー又は情報提供
（１）　当社の募集型企画旅行参加中のお客様を対象として、別途の旅
行代金を収受して実施する募集型企画旅行（「以下」オプショナルツ
アーといいます。）のうち、当社が旅行企画・実施するものの第２１項の
適用については、当社は、主たる旅行契約の内容の一部として取り扱
います。当社が旅行企画・実施するオプショナルツアーは、パンフレット
等に「旅行企画・実施：当社（又は名鉄観光サービス）」と明示します。

（２）　オプショナルツアーの旅行企画・実施者が当社以外の旅行会社で
ある旨をパンフレット等に明示した場合には、当社の募集型企画旅行
ではありません。
（ア）お申込みは原則的として現地となり、お支払も現地となります。
（イ）契約はオプショナルツアーを旅行企画・実施する旅行会社等が

定めた旅行条件によって行われ、当社の旅行条件は適用され
ません。

（ウ）契約の成立は、オプショナルツアーを旅行企画・実施する旅行
会社等が承諾したときに成立します。

（エ）契約成立後の解除、取消料については、お申込みの際、オプ
ショナルツアーを旅行企画・実施する旅行会社等にご確認くだ
さい。

（オ）当社以外がオプショナルツアーを旅行企画・実施する旅行会
社等が実施するオプショナルツアーは旅程保証の対象とはな
りません。

（３）　当社は、オプショナルツアー参加中のお客様に発生した第２１項
で規定する損害については、同項の規定に基づき補償金又は見舞
金を支払います。

（４）　当社は、パンフレット等で「単なる情報提供」として可能なスポー
ツ等を記載することがあります。この場合、当該可能なスポーツに参
加中のお客様に発生した損害に対しては、当社は第２１項の特別補
償規程は適用しますが、それ以外の責任は負いません。

④契約書面に記載した運送機関の
種類又は会社名の変更 １．０％ ２．０％

⑤契約書面に記載した本邦内の旅
行開始地たる空港又は旅行終了
地たる空港の異なる便への変更

１．０％ ２．０％

注１）｢旅行開始前｣とは、当該変更について旅行開始日の前日までにお客様に通

知した場合をいい、｢旅行開始後｣とは、当該変更について旅行開始当日以

降にお客様に通知した場合をいいます。

注２）確定書面が交付された場合には、｢契約書面｣とあるのを｢確定書面｣と読

み替えた上で、この表を適用します。この場合において、契約書面の記載内

容と確定書面の記載内容との間又は確定書面の記載内容と実際に提供

された旅行サービスの内容との間に変更が生じたときは、それぞれの変更

につき１件として取り扱います。

注３）第３号又は第４号に掲げる変更に係る運送機関が宿泊施設の利用を伴う

ものである場合は、１泊につき１件として取り扱います。

注４）第４号に掲げる運送機関の会社名の変更については、等級又は設備がより

高いものへの変更を伴う場合には適用しません。

注５）第４号又は第7号若しくは第８号に掲げる変更が１乗車船等又は１泊の中

で複数生じた場合であっても、１乗車船等又は１泊につき１件として取り扱

います。

注６）第９号に掲げる変更については、第１号から第８号までの率を適用せず、第

９号によります。

⑦契約書面に記載した宿泊機関の
種類又は名称の変更 １．0％ 2．０％

⑧契約書面に記載した宿泊機関の
客室の種類、設備、景観その他の
客室の条件の変更

１．０％ ２．０％

⑨前各号に掲げる変更のうち契約
書面のツアー・タイトル中に記載
があった事項の変更

２．５％ ５．０％

⑥契約書面に記載した本邦内と本
邦外との間における直行便の乗
継便又は経由便への変更

１．０％ ２．０％

③契約書面に記載した運送機関の
等級又は設備のより低い料金の
ものへの変更（変更後の等級及
び設備の料金の合計額が契約書
面に記載した等級及び設備のそ
れを下回った場合に限ります。）

１．０％ ２．０％

（４）　（１）の傷害・損害については、第２０項（１）の規定に基づく責任
を負うときは、（１）による補償金は当社が負うべき損害賠償金の一
部（又は全部）に充当します。

（５）　当社が（１）による補償金支払義務と第２０項により損害賠償義
務を重ねて負う場合であっても、一方の義務が履行されたときはそ
の金額の限度において補償金支払義務、損害賠償義務とも履行さ
れたものとします。

令和6年度 日本水道協会 全国会議 12



 MEMO

令和6年度 日本水道協会 全国会議13



HYOGO

KYOTO

SHIGA

OSAKA

NARA

WAKAYAMA

布目ダムは、淀川水系水資源開発
基本計画により、下流の洪水調節
と奈良市等の水道用水確保を主な
目的とし、独立行政法人水資源機構

（旧水資源開発公団）によって建設
され、平成4年4月1日から供用開始
となっております。

奈良県村野浄水場は、わが国最大級（世
界でも有数）の給水能力（1日あたり
1,797,000㎥）を有する浄水場です。
また、浄水施設を立体的に配置し
た、世界でも珍しい階層系浄水施
設があります。

大阪府

紀の川は、大台ヶ原を水源とし、和
歌山県北部を西流して紀伊水道に
注ぐ幹川流路延長136㎞の一級河
川です。この川の水は、流域に生息
するあらゆる生命の源であり、地域
の暮らしを支える重要な役割を果た
しています。

和歌山県

※写真（公社）びわこビジターズビューロー
※琵琶湖疏水（京都市）

 関西地方支部のご紹介

滋賀県の1/6の面積を占める琵琶
湖は、275億㎥の貯水量を擁する日
本最大の湖です。滋賀県をはじめ
京阪神地域を支える重要な水源とし
て、1,450万人余りの水道を賄うほ
か、工業・農業・発電などに利用さ
れています。

滋賀県
京都府の地形は、南北に150kmと
長く、日本遺産に認定されている琵
琶湖疏水をはじめ、全国でも有数
の自然豊かな河川である由良川や、
淀川に連なる桂川、木津川、宇治川
など、多様な水資源を有しています。

京都府

布引五本松堰堤は、国の重要文化
財に指定されている日本最古の重
力式粗石コンクリートダムです。六甲
山地の麓、布引渓流（名水100選）
を布引の滝（日本の滝100選）の上
流で堰き止め、布引貯水池（ダム湖
100選）を形成しています。現在も水
道専用ダムとして活躍しています。

兵庫県




